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日
頃
の
委
員
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

何
年
か
前
に
、
足
の
指
を
骨
折
し
て
、
松
葉
杖
を
両
手

に
通
勤
し
ま
し
た
が
、
普
段
は
気
付
か
な
い
体
験
を
し
ま

し
た
。
電
車
に
乗
る
と
さ
っ
と
席
を
立
っ
て
下
さ
る
方
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
列
に
並
ぶ
と
そ
っ
と
列
を
離
れ
て
下
さ

る
方
…
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押

す
若
い
お
母
さ
ん
方
が
と
て
も
優
し
か
っ
た
こ
と
で
、
道

を
開
け
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
を
押
さ
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
優
し
い
眼
差
し
に
必
ず
応
え
て
く
れ
ま

す
し
、
お
母
さ
ん
と
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
後
、
二
～
三
年
間
は
、
町
内
で
挨
拶

を
交
わ
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
事
情
を

理
解
・
共
有
し
、
自
然
に
言
葉
や
態
度
に
表
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

人
と
人
の
繋
が
り
が
薄
れ
、
や
や
も
す
る
と
自
己
中
心

的
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
お
互
い

の
事
情
の
理
解
、
温

か
い
思
い
や
り
の
気

持
ち
、
ち
ょ
っ
と
し

た
声
掛
け
や
眼
差
し

が
と
て
も
大
切
に
思

わ
れ
ま
す
。
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
人
々
の
心
の
根

底
に
こ
ん
な
意
識
が

あ
る
こ
と
が
重
要
と

思
い
ま
す
。

浦
安
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
渡
邊
　
武

温
か
い
思
い
や
り
の
眼
差
し
を

5/12
みんせいの日PR活動

6/21・22
県外研修で焼津市民児協との交流（防災について）

8/28
編集委員でニュースパークにて研修

10/19
市民まつりでPR活動

海浜地区会長
笠井和枝

北地区会長
大村洋子

南地区会長
牟田雅子

東地区会長
大塚早苗

浦安市民児協会長・
西地区会長
渡邊　武
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地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
！

南
地
区
は
、
若
い
世
代
の
多
い
新
町
「
高
洲
」・
高
齢
者

の
多
い
中
町
「
富
岡
、
弁
天
、
東
野
、
今
川
」
の
５
地
域
か

ら
な
り
、
保
育
園
６
園
、
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
５
園
、
小
学

校
５
校
、
中
学
校
３
校
が
あ
り
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
達
に

加
え
て
自
治
会
、
老
人
会
と
多
岐
に
亘
る
活
動
と
な
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
31
名
が
毎
月
定
例
会
や
研
修
会
を

行
い
勉
強
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

支
部
社
協
推
進
委
員
の
皆
様
と
地
域
毎
に
サ
ロ
ン
や
バ
ス
ツ

ア
ー
等
を
開
催
し
、
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。
園
児
と
遊
ん
だ
り
小
学
校
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、

中
学
校
の
花
壇
の
手
入
れ
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
出
来
れ
ば

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
よ
り
強
い
絆
を
目
指
し
て
！

西
地
区
は
旧
江
戸
川
寄
り
の
旧
市
街
地
と
田た
ん
ぼ圃
や
干
潟
を

埋
め
立
て
た
地
域
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
特
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
住
民
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
委
員
の

な
り
て
確
保
の
困
難
に
直
面
し
つ
つ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
自
然
災
害
、
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
出
来
る
よ
う
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
を
図

る
一
方
、
福
祉
施

設
や
学
校
の
訪

問
、
講
演
会
等
で

知
識
や
見
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま

す
。
尚
、
全
市
人

口
の
21
・
５
％
に

あ
た
る
地
域
人
口

約
３
６
、６
０
０
人

の
う
ち
高
齢
者
約

５
、６
０
０
人
・
児
童

約
５
、３
５
０
人
。

高
齢
化
率
で
み
る

と
全
市
16
・
７
％

に
対
し
、
同
程
度

東
地
区

お
互
い
さ
ま
と
助
け
合
い

北
栄
４
丁
目
・
海
楽
・
猫
実
１
、２
丁
目
・
美
浜
地
区
と

利
便
性
の
良
い
住
宅
が
中
心
の
地
域
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
23
名
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

元
町
地
区
と
位
置
付
け
ら
れ
る
北
栄
・
海
楽
・
猫
実
は
ア

パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
み
、
若
い
新
住
民
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
周
辺
の
緑
化
が
完
成
し
憩
い

の
場
、
避
難
場
所
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

中
町
地
区
の
美
浜
は
、
戸
建
て
と
高
層
住
宅
が
建
築
年
ご

と
に
年
齢
の
近
い
住
民
が
入
居
し
た
経
緯
が
あ
り
、
30
～
40

年
の
経
年
で
市
内
で
も
高
い
高
齢
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。

住
み
続
け
ら
れ
る
魅
力
あ
る
街
で
あ
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
、
今
年
は
委
員
同
士
の

意
見
交
換
を
多
く
し
ま
し

た
。
絆
の
大
切
さ
、
心
の
垣

根
を
低
く
し
て
ち
ょ
っ
と
寄

り
か
か
っ
て
み
よ
う
か
と
思

わ
れ
る
私
達
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北地区
当代島

北栄
1～3丁目

堀江

富士見

高洲

今川

鉄鋼通り

弁天

富岡
東野

猫実1～2丁目

北栄4丁目

美浜
入船

日の出

明海

海楽

舞浜

猫実3～5丁目

西地区

東地区

南地区

海浜地区

新
浦
安
駅

浦安
駅

舞浜駅

北
地
区

西
地
区

南
地
区

海
浜
地
区

昨
年
秋
の
台
風
で
市
が
自
主
避
難
所
を
開
設
し
た
と

こ
ろ
避
難
さ
れ
た
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
な
え

4

4

4

は
「
か
ら
振
り
」
で
も
い
い
の
で
す
。
早
め
早
め
の
対

応
が
一
番
で
す
。

●
避
難
す
る
時
に
は
、
飲
み
物
な
ど
必
要
と
思
う
物
は

自
分
で
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
警
戒
レ
ベ
ル
は
３
、４
、５
そ
れ
ぞ
れ
、
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
→
避
難
勧
告
→
避
難
指
示
（
緊

急
）
等
避
難
情
報
を
市
が
発
令
し
ま
す
。

●
防
災
行
政
用
無
線　

聞
き
逃
し
た
ら

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０

－

４
３
１

－

０
６
７
）

で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
防
災
情
報
は
、
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
d
ボ
タ
ン
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

㊟
台
風
と
地
震
で
は
、
避
難
の
仕
方
、
そ
な
え
方
が
違

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
合
わ
せ
た
そ
な
え

4

4

4

を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
問
一
答
（
危
機
管
理
課
に
聞
い
て
き
ま
し
た
）

広
い
道
と
緑
が
い
っ
ぱ
い

入
船
・
日
の
出
・
明
海
の
全
域
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員

18
名
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
は
歩
道
も
広
く
開
放
的
で
、
二
つ
の
大
学
、
医

療
・
福
祉
施
設
、
総
合
公
園
、
墓
地
公
園
、
青
少
年
施
設
の

う
ら
ら
め
ー
る
、
三
番
瀬

等
が
あ
り
、
人
々
の
憩
い

の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
楽

し
む
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
住
人
が
増
え
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
と
高

齢
者
に
も
優
し
い
、
賑

わ
い
の
あ
る
地
域
に
な
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

こ
の
地
区
が
長
く
愛
さ

れ
、
地
域
の
皆
様
の
大
切

な
“
ふ
る
さ
と
”
と
な
る

よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
ら
れ
る
地
域
に
な

る
よ
う
委
員
活
動
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
浦
安
駅
周
辺

北
地
区
は
当
代
島
全
域
・
猫
実
３
～
５
丁
目
・
北

栄
１
～
３
丁
目
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
21
名

で
す
。

写
真
は
昨
年
秋
に
取
り
壊
さ
れ
た
魚
市
場
と
歩
道
橋
で

す
。
も
う
一
枚
は
猫
実
４
丁
目
に
あ
る
浦
安
市
指
定
有
形
文

化
財
の
庚
申
塔
で
す
。
市
内
で
は
最
古
の
も
の
で
「
猫
実
の

庚
申
様
」
と
し
て
地
域
の
人
々
に
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
か
つ
て
広
い
三
叉
路
で
本
八
幡
行
き
バ
ス
の
発
着
所

で
し
た
。
昔
な
が
ら
の
猫
実
の
通
り
を
今
は
お
さ
ん
ぽ
バ
ス

が
走
り
ま
す
。
浦
小
前
の
や

な
ぎ
通
り
の
交
差
点
が
新
し

く
出
来
上
が
り
浦
安
駅
周
辺

も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
子

育
て
世
代
の
た
め
に
保
育
園

も
増
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
は
三
社
祭
り
も
あ
り

ま
す
。
私
達
は
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
繋
が
り
を
大
切
に

日
々
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

の
堀
江
地
区
・
大
分
低
い
富
士
見
地
区
・

大
幅
に
高
い
舞
浜
地
区
を
民
生
委
員
・

児
童
委
員
21
名
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

五
地
区
の
特
徴

見明川中学校の生徒さんと（弁天）

大盛況でした（高洲）

いつも花いっぱい
（今川）

丹精をこめた花々が入園・
入学を祝います（富中校区）

取り壊された歩道橋と魚市場三叉路を走るおさんぽバス

庚
こう
申
しん
様
さま

堀江ドックから見る夕焼け旧宇田川邸と色どられた側溝

しおかぜ緑道と高圧送電線

舞浜駅の点描

新しくできた浦安公園

美浜東から元町方面を望む

境川越しに見る美浜方面

シンボルロードで浦安フェスティバル

エアレジより海浜地区を望む
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子
ど
も
達
が
ご
近
所
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
共
働
き
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
話
が
あ
り
主
人
の
後

押
し
で
お
受
け
し
て
十
数
年
、
今
年
無
事

に
定
年
を
迎
え
、
退
任
い
た
し
ま
す
。

担
当
地
区
も
高
齢
化
、
国
際
化
し
て
き

て
、
体
力
、
知
力
、
文
化
の
違
い
に
よ
る

問
題
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

退
任
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
Ｙ
・
Ｋ
）

編
集
後
記

民生委員・児童委員は地域における相談・支援に際し、
守秘義務があります。安心してご相談ください。

東地区　会長　大塚　早苗　☎ 047-351-0457
氏名 担当（丁目） 番

駒田　朋子 北栄 4 6～ 15、25～ 29
佐藤　麻美 海楽 1 1～ 11
醍醐　章代 海楽 1 12～ 20
村瀬　笑子 海楽 1 21～ 29
古澤　光子 海楽 2 1～ 9
宇田川孝一 海楽 2 10～ 18
小野千惠子 海楽 2 19～ 36
秋山　悦子 猫実 1
平野　昌江 猫実 2 17～ 31
熊川　正明 猫実 2 9～ 16、32・33
大塚　早苗 猫実 2 １～ 8
高橋　　透 美浜 1 1・4・6・７
塩谷　由里 美浜 1 2・3・5
木村　久実 美浜 2 1～ 6
櫻庭　公子 美浜 2 7～ 14
藤田　順子 美浜 3 1～ 15（1～ 14）
清水　　明 美浜 3 16～ 33
水溜　　學 美浜 4 1～ 15
佐々木八千代 美浜 4 16～ 31
志賀ユリ子 美浜 5 1～ 5
関澤美知子 美浜 5 6～ 11
加藤　和子 主任児童委員
池野　淳子 主任児童委員
海浜地区　会長　笠井　和枝　☎047-382-0233
氏名 担当（丁目） 番

中村　祐三 入船 1
羽石　俊雄 入船 2
浦垣　輝子 入船 3
猪俣　雅人 入船 4
渡部　栄子 入船 4
横山　幸江 入船 5
奥田美惠子 入船 6　
吉田　豊子 日の出 1 3
後藤　邦明 日の出 1 4
神　　敏子 日の出 2
中川　理子 日の出 3
菅野　　栄 日の出 4・5
西久保ひろ 日の出 5
臼井由布子 明海 1
植松佳代子 明海 3

笠井　和枝 明海 5
倉光　幸司 明海 5・6
橋本　充子 主任児童委員
北地区　会長　大村　洋子　☎ 047-353-6271
氏名 担当（丁目） 番

熊澤　康弘 当代島 1 1～ 19
山本　洋子 当代島 1 20～ 30
大村　洋子 当代島 2 1～ 6
増田れい子 当代島 2 12～ 24
越津　和子 当代島 2 7～ 11
吉田美知子 当代島 3 1～ 13
井上　信弘 当代島 3 14～ 18
彦田　洋子 北栄 1 １～ 9
吉田　良子 北栄 1 10～ 17
相馬　茂之 北栄 2 1～ 4、8～ 14、21～ 29
吉田　和枝 北栄 2 5～ 7、15～ 20
五味久仁子 北栄 3 1～ 10、21～ 33
合力　知江 北栄 3 11～ 20、34～ 41
醍醐　佳子 猫実 3 1～ 15
小川　和子 猫実 3 16～ 28
西村　雅子 猫実 4 1～ 2、10～ 17、19～ 21
仙北谷玲子 猫実 4 3～ 9、18
大塚眞理子 猫実 5 1～ 4、12～ 18
星野　　隆 猫実 5 5～ 11
岡田　真紀 主任児童委員
渡邉佐栄子 主任児童委員
西地区　会長　渡邊　武　☎ 047-355-1304
氏名 担当（丁目） 番

林　　　宏 舞浜 2
畑中　範子 舞浜 2
渡邊　　武 舞浜 3
増田　耕作 堀江 1 1～ 16
毎田　久子 堀江 1 17～ 35
市川　文子 堀江 2 1～ 19
高橋　禎子 堀江 2 20～ 30
森田　眞弓 堀江 3 1～ 22
大塚　豊彦 堀江 3 23～ 32
植村　　薫 堀江 4 1・2・12～ 17
内田みとり 堀江 4 28～ 36
内田　安臣 堀江 4 18～ 27
飯田　敦子 堀江 5
野田　克枝 堀江 6

松村　和枝 富士見 1
山本　　保 富士見 2
塩谷　祐司 富士見 3 1～ 15
阿波　秀子 富士見 3 16～ 27
久村マリ子 富士見 4
市坪恵利子 富士見 5
宇田川早苗 主任児童委員
南地区　会長　牟田　雅子　☎ 047-355-3657
氏名 担当（丁目） 番

宮下喜久子 富岡 1
石川　直子 富岡 2
髙木知惠子 富岡 3 ３（Ｂ棟・C棟）
岡本久美子 富岡 3 ３（D棟・E棟）
藤橋　紀子 富岡 3 ３（A棟・F棟）
清水美都子 富岡 3 １
板倉　祐子 富岡 4
長谷川えり子 今川 1
三澤　幸江 今川 2
渡邉　愛子 今川 3
原田　幸子 今川 4 1～ 10、鉄鋼通り
大西みち子 今川 4 12
芦田　行夫 高洲 1
片岡　惠子 高洲 2
荒井　操江 高洲 3
池田　　実 高洲 4
神野紳一郎 高洲 5 1
横山　功一 高洲 6・7 6丁目、7丁目 1
福田　雅美 高洲 5・8 5丁目 2、8丁目
古谷　節子 弁天 1
河南富智子 弁天 2 2～ 7、19～ 31
松尾　眞理 弁天 2 1、8～ 18、32～ 38
本田まゆみ 弁天 3
井上　摂子 弁天 3
牟田　雅子 東野 1 1～ 16
輕部　節子 東野 1 17～ 28
澤村　由夏 東野 2 1～ 5、19～ 24
福田　俊子 東野 2 6～ 18、29～ 31
阿部　信之 東野 2･3 2丁目 25～ 28、3丁目 1～ 11
武部　晴子 東野 3 12～ 41
小神　早苗 主任児童委員
板山　美鈴 主任児童委員
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